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前
号
で
は
入
札
価
格
の
高
騰
に
つ
い
て
、
①
流
通
の
変

化
＝
直
接
取
引
の
増
加
、
②
意
図
的
な
価
格
形
成
、
の
二

つ
の
仮
説
を
立
て
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
大
豆
生
産
者
や

そ
の
実
需
者
な
ど
関
係
者
に
聞
い
た
。

①
に
つ
い
て
は
、
大
豆
は
大
規
模
農
家
が
い
な
い
た
め

ま
だ
実
需
者
と
の
直
接
取
引
は
多
く
な
い
。
し
た
が
っ
て

直
接
取
引
の
増
加
に
よ
る
入
札
数
量
の
減
少
は
あ
ま
り
考

え
ら
れ
な
い
。

②
は
、
可
能
性
を
裏
付
け
る
証
言
も
聞
か
れ
た
が
、
こ

れ
が
高
騰
の
主
な
理
由
と
す
る
確
証
ま
で
は
得
ら
れ
な
か

っ
た
。

さ
て
、
話
を
聞
い
て
い
く
う
ち
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
て
き
た
の
は
、
む
し
ろ
大
豆
交
付
金
を
受
け
る
系
統
出

荷
の
中
で
実
施
さ
れ
て
い
る
「
契
約
取
引
」
の
問
題
だ
。

契
約
取
引
は
毎
年
11
月
か
ら
始
ま
る
各
月
の
銘
柄
別
入

札
結
果
を
元
に
、
1
5
0
0
円
／
60
o
以
内
の
プ
レ
ミ
ア

ム
単
価
を
加
算
し
て
取
引
さ
れ
る
。
取
引
量
は
2
0
0
3

年
ま
で
は
2
万
t
台
だ
っ
た
が
、
2
0
0
3
年
産
で
は
申

込
が
殺
到
し
4
万
9
0
0
0
t
に
増
え
た
。

し
か
し
、
播
種
前
に
決
定
す
る
の
は
銘
柄
、
契
約
面
積
、

予
定
数
量
、
プ
レ
ミ
ア
ム
単
価
だ
け
で
、「
契
約
」
と
言
い

な
が
ら
価
格
は
も
ち
ろ
ん
品
質
や
数
量
も
確
定
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
に
需
要
者
に
と
っ
て
不
利
な
上
、
価
格
は
入
札

価
格
と
リ
ン
ク
し
て
い
る
た
め
、
2
0
0
3
年
産
の
場
合

は
う
な
ぎ
上
り
だ
。

豆
腐
や
納
豆
を
製
造
す
る
食
品
メ
ー
カ
ー
の
話
。「
こ
の

制
度
が
で
き
て
か
ら
数
年
は
国
産
大
豆
の
使
用
は
増
え
、

使
用
量
全
体
の
1
割
程
度
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し

か
し
、
こ
れ
だ
け
高
値
が
続
く
と
上
昇
分
を
吸
収
し
切
れ

な
い
。
原
料
コ
ス
ト
が
上
が
っ
て
も
、
豆
腐
1
丁
の
価
格

に
は
限
界
が
あ
る
。
農
家
は
系
統
に
納
め
て
交
付
金
を
得

る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
先
の
価
格
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、

も
っ
と
知
っ
て
欲
し
い
」。

大
豆
交
付
金
は
10
a
当
り
2
万
円
近
く
と
確
か
に
大
き

い
。
し
か
し
、
2
0
0
4
年
か
ら
始
ま
る
産
地
づ
く
り
交

付
金
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
大
豆
交
付
金
は
受
け
取
ら

ず
地
元
の
メ
ー
カ
ー
等
と
自
ら
直
接
契
約
取
引
を
結
ぶ
と

い
う
道
も
あ
る
。

（
松
田
恭
子
）

平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 

 5,400 4,100 4,200 13,000 －　　  
 13,500 10,250 10,500 32,500 －　　 

   40 100 －　　  
   100 250 －　　 

（円／60kg） 
（円／10ａ） 
（円／60kg） 
（円／10ａ） 
基本部分 
担い手割合 
（円／60kg） 
（円／10ａ） 
（円／60kg） 
（円／10ａ） 
（円／60kg） 
（円／10ａ） 
（円／60kg） 
（円／10ａ） 
（円／60kg） 
（円／10ａ） 
（円／60kg） 
（円／10ａ） 
（円／60kg） 
（円／10ａ） 

（円／10ａ） 
（円／10ａ） 
（円／10ａ） 

標準的な生産費 

産地づくり交付金 

大豆交付金 

価格低落に備えた特別措置 

農業経営基盤強化特別対策 

担い手支援・良質大豆生産誘導対策 

大豆作経営安定対策（補てん金額＝補てん基準価格－入札価格） 

大豆作経営安定対策（生産者拠出金＝補てん基準価格の3％） 

所得（販売額－標準的な生産費） 
　　　上記に全ての対策費を加えた場合の所得 
　　　大豆交付金や豆経を加えない場合の所得（地場流通が可能） 

 14,011 13,941 13,901 13,837   －　　  
 35,028 34,853 34,753 34,593 －　　 

  180 180 180  －　　  
  450 450 450 －　　 

 8,350 8,320 8,280 8,220 －　　  
 20,875 20,800 20,700 20,550 －　　 

 1,490 2,101 1,267 （0） －　　  
 3,725 5,252.5 3,167.5 （0） －　　 

 229 213 187 （180） －　　  
 572.5 532.5 467.5 （450） －　　 
  500 750 1,000 －　　  
  1,250 1,875 2,500 －　　 

 -21,528 -24,603 -24,253 -2,093 -9,325  
 24,403 27,220 25,825 23,300 73,300  
 375 1,700 2,425 3,200 53,450 

 150 
 375

10,000 
40,000

販売額（新潟エンレイ5月から仮に設定） 

高品質畑作大豆生産の推進 

 「国産大豆の安定供給に関する懇談会」資料、農水省大豆ホームページ（http://www.maff.go.jp/soshiki/nousan/hatashin/daizu/）等を参考に作成。 
 ※編集部による試算。 

大豆の交付金及び関連対策の推移と所得 

※ 

「農業経営者の業界」を伝える情報誌


